
























































『コドモアサヒ』の編集については、「一 色彩とコドモの心理関係、二 徒に感傷的に流れぬこと、三 奔




























































































































７）二つの玉 1926（大正15）年11月11日 松竹（蒲田） ≪現代劇≫ 監督：蔦見丈夫 原作：牧野大誓 脚本：吉田百助 撮影：












































































13）社会事業団『第７期 自昭和八年五月一日至昭和九年四月三十日 収支決算表 事業報告』１頁。




























山 本 美 紀152
15）「会費「金１円」は「アサヒ・コドモの会、コドモの雑誌、徴章、楽器使用、歌曲その他の印刷物、通信費等」を含んでいた」
（畠山1996,236-238）
16）たとえば、水上生「コドモのレコード」『コドモの本』（第２巻２号，1932年４月号，pp.13-14）や、「よい本とざつし」『コド
モの本』（第４巻11号，1934年11月号，pp.13-14）など。
17）たとえば、日本造形美術研究所所属の森下文一郎による「児童の解が教育について」『コドモの本』（第２巻１号，1932年３月
号，pp.15・８）や、大阪市北大江尋常小学校校長長野隆義による「子供の眼!!」『コドモの本』（第２巻２号，1932年４月号，
pp.10-12）など。
18）社団法人朝日新聞社会事業団『解散法人財産処分許可申請』昭和11年12月14日付
19）「台所口より妻女へのうち解けたる相談相手となるべき「子供方面婦人委員」の事業」（第６期1932年５月１日－1933年４月30
日事業報告４頁）
20）山田耕筰「朝日会館音楽大衆講座について」『会館芸術』1932年10月号，通巻８号，p.15
戦前の民間ホール主導による子供の趣味教育とネットワーク
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